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１２月２３日（金） シンガポール共和国 

  

サンテック・シンガポール国際会議場 

視察最終日のこの日はまず、ＭＩＣＥ受け入れ体制の充実に取り組んでいる大阪

市の都市魅力向上策の参考に資するため、シンガポールの主要なＭＩＣＥ施設である

サンテック・シンガポール国際会議場を訪問した。 

１階エントランス前のテレビスクリー

ンは世界最大の大きさ（縦15ｍ、横60

ｍ）で、ギネス世界記録に登録されてお

り、スクリーンには来客に対する歓迎を

記載することが多く、訪問時には大阪市

会を歓迎する旨の表示をしていただいた。 

ここでは施設の概要等について、オレ

ンジ・タン氏から会議場内の施設を案内

してもらいながら説明を聴取した。 

                   （ギネス世界記録に登録されているスクリーン） 

【現地視察及び説明概要】 

（施設概要） 

サンテック・シンガポールは1995年に開業し、2012年には1.8億シンガポールド

ルをかけ会議室や展示場などの大規模改修を行った。改修のコンセプトはデジタ

ル化すること、新しい技術を取り入れること、お客様のニーズにあった会場を提

供できるようにすること、会場の大きさなどを調整できることをコンセプトにし

た。また、運営は民間で行っており、政府からの補助等はない。 

サンテック・シンガポールは市街地や空港から近い場所にあり、周辺にはホテ

ルやショッピングセンターも数多くあるためＭＩＣＥを開催しやすい立地である。 

イベント等で使用できるＭＩＣＥ施設は総面積42,000㎡で、１番大きい会議室

の最大収容人数は12,000人である。 

１階と２階には300以上の小売店と100以上の飲食店を備えたショッピングモー

ル（サンテック・シティ）が整備されている。 

サンテックのフリーＷiＦiは、シンガポールで初めての高速ＷiＦiであり、全

館で利用可能である。最大6,000機器まで接続可能で、条件も一切ない。 

Ｑ：開業時はカジノができるとの想定で作った施設か？ 

Ａ：開業した1995年はまだカジノができるか決まっておらず、カジノは考慮してい

ない。 

Ｑ：改修したのはカジノができたからか？ 

Ａ：開業した時点で、2012年から改修することが決まっていたので、カジノとは関

係がない。 
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Ｑ：マリーナベイ・サンズや他のＭＩＣＥ施設との違いやサンテックの強みは？ 

Ａ：１つ目としては目的がビジネスイベントに特化しており、リゾート施設がな

いことである。そのため健康や薬品などのイベントが行われることが多い。 

２つ目には６階建てと高層であり、１フロアーの面積が他の施設よりも小さい

ので移動が非常に便利であることである。横よりも縦移動の方が楽である。 

３つ目にはアクセスが良いことである。ＭＲＴ５路線のうち３路線が走ってい

る。 

４つ目には飲食店やホテルが周りに多いことである。ほとんどのホテルと地下

でつながっており、ホテルとパートナー提携しているのでホテルを紹介するこ

とができる。 

（６階コンベンションホール） 

会場は３つあり、全体を１つの会場にすることもできる。総面積は１万２千㎡

で防音壁はスライドで動かすことができ、収納することができる。天井高は11ｍ

以上あり、コンサート、カンファレンス、展示会などに利用されている。 

  Ｑ：壁は何人くらいで動かすのか？ 

  Ａ：数人で動かすことができる。 

Ｑ：いす席は撤去できるのか。 

  Ａ：撤去することができる。 

  

（６階コンベンションホール） 

 

（４階展示ホール） 

４つの会場があり、全体を１つの会場

にすることもできる。総面積は１万２千

㎡で壁はスライドで動かすことができる。

天井高は8.5メートルあり、天井のＬＥ

Ｄ照明は千種類の色があり、照明を使用

してメッセージを出すことも可能である。

床はカーペットを敷くことも可能である。 

                   （千種類の色を使用することができる天井） 
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  Ｑ：ＶＩＰの動線は？ 

  Ａ：ＶＩＰ専用のエレベーターがあり、そこから会場に入る。 

  Ｑ：ＶＩＰの車はどこに停めるのか？ 

  Ａ：正面玄関にＶＩＰ専用駐車場があるほか、裏側にも駐車場があり、エレベー

ターもある。 

  Ｑ：そのエレベーターは通常は使用していないのか？ 

  Ａ：通常は従業員用として使用している。 

  Ｑ：利用目的で貸出を断ることはあるのか？ 

  Ａ：違法なイベントなどは断っている。主催する会社がきちんとした会社かどう

かは調査する。 

 （トラック搬入口） 

 各会場への搬入搬出は最大40フィート（約12メートル）のコンテナトラックで

それぞれの階から直接搬入搬出することができる。エレベーターを利用して荷物

を個別に搬入するより直接トラックで搬入する方が時間がかからない。 

Ｑ：トラック搬入口などのバックヤードの割合は？ 

Ａ：30～40％がバックヤードとなっている。 

（厨房） 

 厨房は３カ所あり、１日に１万人分の食事を作ることができる。イスラム食の

厨房も１つある。調理には安全性の面、同じ味にすることができること、安いと

いう理由から火を使わずにすべて電気で調理している。作る料理（例えば、切っ

た具材か、そのままの具材か）に合わせて食材を注文している。 

 Ｑ：切った具材では保存できないのでは？ 

 Ａ：料理に合わせて注文するので、余ることなく保存はない。 

（３階会議室） 

  会議室が36室あるが、室と室をつなげると

18室となる。会議のほか小さなカンファレン

ス、ディナーなどでも利用される。３階は高

級感を出すために床にカーペットを敷いてい

る。会議案内板はすべてデジタルである。室

温などはインテリジェントビル管理システム

を採用しており、顧客の要望等に合わせて会

議開始時の温度設定ができる。          （会議室のデジタル案内板） 

 Ｑ：各室にスプリンクラーは設置されているのか？ 

 Ａ：設置されている。 

 Ｑ：３階の会議室の稼働率は？ 

 Ａ：３階だけでは分からないが、サンテック全体では60％である。 
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（サミットスイート） 

 首相や大統領が使う部屋で中には取材用のインタビュールームもある。シンガポ 

ールのコンベンションセンターで、ＶＩＰより上のＶＶＩＰルームがあるのはサン 

テックのみである。 

 

【各会派の所感】 

 ［大阪維新の会］ 

サンテック・シティーモール（ショッピングモール）に隣接するコンベンショ

ンセンターは、都心部にあり、周りにも多くのホテルが所在することで、非常に

利便性が高く、ＭＩＣＥ機能を形成している。 

シンガポールにＩＲ（カジノを含む）が出来る以前からの建物でありマリーナ

ベイ・サンズやリゾートワールド・セントーサとは一線を画す。 

  コンベンションセンターとしては６階建ての長所を生かし、面異動でなく縦移動

の為に、来客者の好評も得ている。インテックス大阪と比べると、圧倒的に移動

が楽である。大ホールは大規模な音楽ライブからスポーツイベントにも使用でき

る。また、３分割まで出来るため来客数に合わせた、チョイスが可能である。各

階の大小のホールは組み合わせ次第で研修会や食事を含む宴会にも対応できる。 

  国際会議やコンベンション、ショービジネスには非常に使い勝手が良いのではな

いかと思う。うめきたに、国際会議場とインテックスを合わせたようなもので、

もし大阪でＩＲが誘致できないのであれば、こういう施設の誘致を目指すべきで

ある。 

 

 ［自由民主党・市民クラブ］ 

民間資本による巨大ＭＩＣＥ施設であるサンテック・シンガポールは、都心の

中心部に位置し、ビジネスイベントに特化されている。総面積は42,000㎡で、一

室で12,000人を収容できるホールも用意されており、医薬関連のイベントが多い

とのことであった。また、一日に10,000人対応できる厨房を用意し、食材も必要

な物を調理しやすい状態で納品される体制が構築されている。ロケーションを活

かした機能的施設であり、構造も合理的・機能的に整備され、特性が十分に活か

されていると感じられる。 

特にＭＩＣＥ施設のバックヤードが充実している。40フィートのトラックコン

テナで各階に直接搬入が可能であることから、顧客からの要望に応じてＭＩＣＥ

施設の各ホール内にコンサート会場や大型イベント仕様に衣替えが可能であるほ

か、収容人数に応じて、ホール等の壁を自由に動かすことが可能であるなど、あ

らゆるニーズに対応する機能性の高い会場仕様になっている。固定的な会議室や

ホールから成る大阪の既存施設と比較すると、当会議場のＭＩＣＥ施設としての

優位性は非常に高いものといえる。 

サンズやセント―サも含め、シンガポールには狭い国土の中に巨大なＭＩＣＥ
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施設が３つも存在している。それら施設の稼働率と収益性の推移についても関心

があるところである。 

 

 ［公明党］ 

シンガポールのＭＩＣＥ施設の一つであるサンテック国際会議展示場を視察、

単体施設としてＩＲとは違う角度から「国際展示場」のあり方、老朽化、施設の

更新が今後の課題である本市のインテックス大阪との比較も検討する。 

この展示場の特徴はカジノやリゾート施設がないため、ビジネスイベントに特

化し、健康や薬品のイベントが行なわれることが多いとの説明で、他のＭＩＣＥ

施設との違いや強みが感じられ、シンガポールとしてそれぞれの存在価値を大切

にしている様子が伺えた。周辺には高級ホテルがあり、シンガポール最大級のシ

ョッピングモールであるサンテック・シティーモールが隣接されていて、ＭＩＣ

Ｅ環境としてはカジノが無いだけで充実している施設であろう。 

シンガポールは観光都市としてもＷｉＦｉ環境は充実しているが、サンテック

のフリーＷｉＦｉは全館で利用可能で、実際使うと非常に高速で快適であった。 

この施設は設備（音響・照明）が既に整っており使用者にとっては非常に便利

な施設である。 

またここには首相や大統領が使うサミットスウィートがあり、ＶＩＰより上の

ＶＶＩＰルームがあるのも、空港や市街地から近い場所であることに加えて、ビ

ジネスイベントに特化するエリアであることも関係するかもしれないと感じた。 

１フロアの面積が比較的コンパクトで（といっても十分な面積はある）、６階建

ての高層になっていることで、結果として歩く距離が短く、上下移動ですみ非常

に楽で早いことが実感できた。これは本市のインテックス大阪が横移動が主（１

～６号館）であるのと大きな違いがあった。先のサンズ社のコンベンションセン

ターは広すぎて移動が大変だったので、比較できてよく分かった。 

 各会場へはエレベーターを使わず、バックヤードでトラックを螺旋状に走らせ

て、それぞれの部屋の搬入出入り口に乗り付けて直接搬入搬出できる仕組みにな

っていることが大変合理的で便利だと感じた。 

大阪のＭＩＣＥ施設としてのインテックス大阪とグランキューブ大阪（大阪国

際会議場）が一体化したものが、このサンテック国際会議展示場と言えるだろう。

これが最新のトレンド、ベストモデルと言えるのではないだろうか。 

 この施設は1995年に開業し、17年後の2012年に1.8億シンガポールドル(日本円

で約144億円）をかけて、デジタル化や新しい技術を取り入れて、お客様のニーズ

に合う、大きさを調整できる会場をコンセプトに大規模改修をしたとの説明を聞

き、大阪国際会議場や特に古くなったインテックス大阪などに代わる新しいＭＩ

ＣＥ施設を建設する必要性を痛感した。その建設については、費用面や経済効果、

雇用などを考え、ＩＲ構想を取り入れることや、サンズ社やその他の事業者に託

すべきではないかとの思いを強くした。 
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リゾートワールド・セントーサ 

今回の視察の最後の視察地として、世界的に名を知られているＩＲ施設であり、

シンガポールに２つあるＩＲ施設の１つである「リゾートワールド・セントーサ」を、

「マリーナベイ・サンズ」と同様の目的を持って、また「マリーナベイ・サンズ」と

比較する観点も含めて訪問した。到着すると会議室に案内され、経営企画部の宮島氏

からリゾートワールド・セントーサの全体概要の説明を聴取し、その後、カジノ、Ｍ

ＩＣＥ施設、シー・アクアリウムを現地視察した。現地視察後は、タン・ヒーテック

ＣＥＯと意見交換を行った。 

 

【説明聴取】 

リゾートワールド・セントーサの開発企業であるゲンティン・シンガポール社

は、ＩＲの開発とオペレーションのそれぞれを行うスペシャリストとして30年間

の実績があり、シンガポール初のＩＲを開発し、同事業のトップランナーである。 

ゲンティン・シンガポール社はＩＲ以外にも医療関係や不動産など様々なビジ

ネスを行っている。カジノのゲーミングの売り上げは全体の約50％であり、その

他の収入は他のビジネスからの売り上げである。 

ＩＲの運営経験は30年以上あり、初めは、1985年のバハマ、南オーストラリア

の開発であり、1993年にはフィリピン、1995年からはクルーズ船事業に進出した。

2006年からはアジアを出てイギリスのカジノクラブの運営に進出した。2010年に

はシンガポールにリゾートワールド・セントーサを開業した。 

世界中にＩＲ運営会社はあるが、他と比べゲンティン・シンガポール社は財務

基盤がしっかりしていることがビジネス上の特長である。 

数社ある中で投資的企画グレードをもらっており、現金保有高が大きく財務基

盤が安定しているため、短期的な財務事情に影響を受けにくいという特長がある。 

セントーサ島内には、東南アジアでは初めてのＵＳＳ（ユニバーサル・スタジ

オ･シンガポール）、世界最大級の水族館「シー・アクアリウム」、ＭＩＣＥコンベ

ンション施設、ホテルがあり、大きさは49ha、６億シンガポールドルのプロジェ

クトであり１つの建設プロジェクトとしては、歴史上最大規模である。ホテルは

４つのブランドがあり、全部で1,500室、シンガポール本島のホテルを合わせると

2,000室ある。また、ＭＩＣＥでは施設間の相乗効果を積極的に生かしたイベント

を展開している。 

セントーサのＩＲは、カジノがメインではなくディスティネーションリゾート

であると考えている。ディスティネーションとはエンターテイメントやファミリ

ー向けの施設を用意するなど、様々な方のニーズに応えてくつろぎを提供するこ

とである。 

セントーサ島には、１年間に2,000万人の入場者があり、シンガポールに来る人

の３分の１が訪問し、80％が外国人で遠距離の来客が多い。 
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観光産業全体への貢献としては、シンガポールのＩＲは２つあるが、2010年に

オープンし、前年と比べると外国人訪問者数は1,000万人前後から1,500万人へと

57％の増で、観光収入は73％の増である。 

雇用の創出としては、リゾート全体で11,000人の直接雇用があり、専門性の高

いスタッフを取り揃えている。スタッフの内訳は７割以上がシンガポール人で３

割が外国人である。経営を担うシニアマネジメントでは80％がシンガポール人で、

シニアマネジメントの男女比率は半々である。 

次世代の人材育成にも取り組んでおり、現地の大学院と共同で講座を行ったり

もしている。 

ＩＲではカジノにおいて責任のあるゲーミングに取り組む必要があり、依存症

対策も積極的に行っている。外部機関からの評価ＲＧチェックというものがあり、

アジア太平洋地区で初めて認定を受けた。 

 

【現地視察】 

（カジノ） 

カジノは最高級ホテル「クロックフォー

ド・タワー」の地下にあり、15,000㎡のフロ

アにテーブルゲーム 560台、スロットマシン 

1,600 台、その他最新のコンピュータゲーム

が設置されている。１日の平均来場者数は

25,000人である。 

マリーナベイ・サンズと同じように、入場

時には厳しいチェックがあり、シンガポール       （カジノの入口） 

国民と永住者は入場の際100シンガポールドル（約8,000円）支払う必要がある。 

入口はＣＲＯＣＫＦＯＲＤＳ ＣＬＵＢ、ＭＡＸＩＭ ＣＬＵＢ、一般と３つに

分かれている。 

ＣＲＯＣＫＦＯＲＤＳ ＣＬＵＢに入るには200万シンガポールドル以上の預託

が必要であり、賭け金も基本は500シンガポールドルからとなっている。 

  ＭＡＸＩＭ ＣＬＵＢに入るには10万シンガポールドルの預託が必要である。 

 Ｑ：ＶＩＰルームを使う会員の平均滞在日数は？ 

 Ａ：好きなだけ滞在することはできるが、平均は３日間である。 

 （ＭＩＣＥ施設） 

  ＭＩＣＥ施設として6,500人を収容できる巨大なボールルームを視察した。ボー

ルルームは、天井までの高さが11ｍ、柱のない開放的な空間となっており、着席

でも4,000人収容可能とのことである。 
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 （シー・アクアリウム） 

  世界最大級の海洋水族館であり、一番の目玉は幅36ｍ、高さ8.3ｍ、厚さ70㎝の

アクリルパネルを備え、南アジアからアラビア湾まで800種以上、10万匹の海洋生

物を誇る世界最大のパノラマ水槽「オープン・オーシャン」である。 

また併設しているオーシャン・スイートルームでは、床から天井までのアクリ

ルパネルが水族館の巨大水槽に接しており、部屋にいながら水槽を泳ぐ魚が見ら

れるユニークな構造となっている。  

（世界最大級のアクリルパネル）       （オーシャン・スイートルーム） 

 

【タン・ヒーテックＣＥＯとの意見交換】 

議 員：大阪をどのように思っているか？ 

ＣＥＯ：非常に可能性を秘めており、日本の玄関口であると思っている。 

ＩＲの候補地である夢洲は何もないので、一から造ることができ、短期間 

で造ることができ開発がしやすい。セントーサ島はジャングルであった

が、2007年から34カ月という短い時間で作った。 

また、大阪は海外の人から知られている場所がたくさんあり、大阪だけ 

ではなく関西エリアの中心地、玄関口であると考えている。私自身も大阪

だけでなく神戸や奈良を訪れた。東京は大阪に比べると他に行くところが

少ない。大阪は１～２時間かけると色々な場所に行くことができるため大

阪は有利だと思う。 

外国から観光やビジネスで来てもらった場合、長く滞在してもらうこと 

が大切であるが、そういう意味でも大阪はハブとなることができる。100

㎞圏内で京都、神戸に行くことができ、我々がＩＲとして考えるディステ

ィネーションという意味でも観光の拠点になることができると思う。 

     一つだけ問題であることは、インフラが整っていないということで、開発

するためには、たくさんのリソースがかかってくると思う。 

     セントーサは開発して６年が経つので再開発を考えている。島をつなぐ橋

のウォータフロント部分の飲食店になっているところを埋め立てて開発を

したい。建設時も７㏊を埋め立てた。今回も２㏊埋め立てる計画である。

無人の路面電車もインフラの１つとして整備したい。 
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インフラ整備は重要であり、10年～15年先を見て開発するべきで、それを

作ることによってハブとなることができる。 

議 員：大阪に投資を考えているか？ 

ＣＥＯ：あるＩＲ会社が１兆円使えると記事になっていたと思うが、バランスシ

ート上、出せるのはサンズと我々だけだと思う。我々はキャッシュで50

億米ドルある。 

議 員：カジノの入場料を払っている人の割合は？ 

ＣＥＯ：４割が地元の入場者で入場料を支払っている。良い点は入場料を払うた

め来ることが少ないことであるが、悪い点は入場料を払っているので制

限時間である24時間最後までいることである。 

議 員：夢洲を視察したことはあるのか？ 

ＣＥＯ：４～５回は視察している。 

 議 員：インフラ整備は何が一番の問題点か？夢洲のインフラ整備として現在地下

鉄を考えているが、何が大切であると考えるか？ 

ＣＥＯ：交通調査をしていないのでわからない。 

     セントーサでは橋と道路は我々が整備した。セントーサ島49㏊のうち７㏊

の埋立ては我々がした。セントーサ島はクルーズ船が入るので、埋め立て

るのは大阪より難しいと思う。 

議 員：日本ではカジノを含むＩＲがなく、国民には不安もある。カジノを不安

に思う国民性に対してどう対処していくのか？ 

ＣＥＯ：県でも市でもできることはたくさんある。ＩＲがどのような施設か伝え

ることができる。日本人はＩＲに対してよくないイメージを持ってお

り、ＩＲ＝カジノというイメージがあると思う。ＩＲという言葉はシン

ガポール政府が作った言葉である。シンガポールが作った後に、アメリ

カにもＩＲがあると言っているが、アメリカが言うとＩＲ＝カジノにな

る。ＩＲにはエンターテイメント性があることを説明するべきである。

ＩＲを進めるならば、国も自治体もセミナーを開いてＩＲが何かという

ことを説明する必要がある。マカオもＩＲと言っているが、カジノとホ

テルしかないのでＩＲではない。シンガポールでもＩＲを作る時に議論

して、国会も半分に割れたが、ＩＲの目的が観光促進であること、ギャ

ンブル依存症対策などセーフティネットをしっかりすることで法案を通

した。 

議 員：依存症についてどのように考えているか？ 

ＣＥＯ：シンガポール政府も同様に問題であると考えていた。あらゆる規則を入

れ、社会的に弱い人を守る。排除命令を家族などがすることによって入

場できなくする。ＩＲを始めて６年経つがギャンブル依存症の数は減っ

ている。カジノができて下がった訳ではないと思うが、シンガポールは

カジノ以外でもギャンブル依存症が問題であった。カジノができた時に
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ギャンブルを法律で規制することによって前からあった公営ギャンブル

なども規制したので依存症率が減ったのではないかと考えている。 

 議 員：現在のカジノに対する世論の割合は？ 

ＣＥＯ：賛成、反対、中立それぞれ１/3ずつである。 

 

【各会派の所感】 

 ［大阪維新の会］ 

・マリーナベイと比較して、ファミリー層をターゲットに絞った印象が強く感じ

られる。島全体がリゾートとしての機能があり、ＵＳＳ（ユニバーサル・スタ

ジオ・シンガポール）をはじめ、キッザニア・水族館とファミリー（子供）向

けのアトラクションが目立つ。 

・カジノについても入場者はマリーナベイとは違うタイプの入場者が目立つ。

（マナーも比較的悪い印象が見受けられた。） 

・上記にも記しているが、ビジネスよりもレジャーで来ている雰囲気が拭えない。 

ＩＲの総括 

・ＩＲ視察で今後大阪に求められると思われる事項は 

①既存の施設の老朽化が懸念される中で、ＭＩＣＥ目的の施設の建設は喫緊の課 

題と思われるが、しかしカジノがクローズアップされ、ＩＲの本質が見えてい

ないように感じられる。ＩＲはシンガポールが発祥でカジノありきでは無い事

を周知する必要がある。 

②シンガポール住民には入場料として100シンガポールドル（約8,000円）が必要

であり、入場料は行政に入るシステムになっている。それを参考にし、入場料

並びに法人税・建設用地の定借料（セントーサは60年の定借）などの収入があ

ることと、１万人余りの雇用が生まれる事もアピールする。 

関空からのアクセスも確立し（高速道で約１時間、高速船で約30分）、周辺の観

光施設（海遊館・ＵＳＪ等）も相互協力し、マリーナベイとセントーサが一緒に

なった一大ＩＲとして運営できる地の利を活かすようにアピールする。 

③ＩＲの本当の目的は観光増進であり、運営を行うにあたっては、セーフガード

を敷いた上で運営する。 

④大阪は関西の中心であり、１～２時間圏内に神戸・京都・奈良がある。東京に

は無い立地の良さがあり、観光のハブになる条件が満たされている。それを充

分に活用し、観光都市大阪の新たな試みとしてＩＲは必要不可欠である。 

 

 ［自由民主党・市民クラブ］ 

視察地の最後として、リゾートワールド・セント―サを訪問した。本施設は、

主にユニバーサル・スタジオ、水族館、ＭＩＣＥコンベンション、カジノから構

成されており、ファミリー層向けのくつろぎを提供するディスティネーションリ

ゾートをコンセプトに展開されている。 
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セントーサを運営しているゲンティン・シンガポール社の担当者は、確たる財

務基盤の上に会社運営されている点を強調されていた。ゲンティン社は現金資産

保有高が高く、確固たる資産があることが特筆されるところである。 

 セントーサリゾート全体で49ha、６億シンガポールドルの開発プロジェクトで、

現在は11,000人の直接雇用があり、３割が外国人であることから、雇用創出効果

は大きいと言える。 

また、客層をサンズと比較すると、サンズは海外からのビジネスマン層や経営

者層を中心とした客層が多いのに対し、セントーサは、ファミリー向けのエンタ

ーテイメント施設が多いことから、子供連れの家族層が多いといった違いがある。 

これまでから、インフラ整備への投資に積極的に取り組んできたが、今後、海

岸部分への新たな投資を計画中であるなど、段階的な投資から創出される経済的

効果も期待されるところである。 

ＣＥＯに大阪の夢洲について聞いたところ、夢洲は100haのまとまった土地があ

ることから様々なエンターテイメント施設を配置できる自由度の高い開発が可能

であり、優位性が高いとしている。また大阪に対しては5,000億円以上の投資も可

能であるとのことであった。 

マリーナベイ・サンズとリゾートワールド・セントーサは、同時期に二か所の

巨大なカジノ施設が狭い地域に誕生し、この間両社がどのような運営を進め、今

後とも両社とも順調な運営が可能なのかという点に非常に関心がある。両社とも、

開発にあたっては国としっかりと連携を図りつつ、観光、雇用などの経済効果創

出を果たし、シンガポールの観光客を増加させる機能を担っている。こうした国

との連携とその経済効果については、今後、大阪におけるＩＲを検討するにあた

っては重要になるものと考える。なお、両企業とも既に大阪における分析を進め

ており、ＩＲ進出と投資について積極的である印象を受けた。 

シンガポールにおいては、その国家の独立経過と地理的位置において、たぐい

まれな都市国家として運営されており、自然資源が限られている中で、特にＩＲ

に関しては、国家として導入し観光や経済を活性化させる一方で、ＩＲ導入を契

機として、国家として既存のギャンブル依存症とカジノ依存症を含めた一体的な

対策を講じることで、国内全体としての依存症率を低減させる取り組みを行って

いる。 

こうしたＩＲ導入による経済効果の面と、そのための依存症対策とを一体的に

検討を進めてきたことにより、現在の成果に繋がっているものと認められる。足

元では徐々に依存症率減少傾向になっており、３年ごとに行われるギャンブル依

存に関する調査の今後の結果にも注視する必要があるが、こうしたカジノの導入

を契機とした国の様々なギャンブル依存症対策は、日本国内の依存症対策を検討

する上で非常に参考になりうるものと考える。 

日本では、公営ギャンブルが多岐にわたるが、その監督官庁も分かれているの

が現状である。今後のＩＲの検討の際には、既存のパチンコ、スロット、競馬等
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の分野と合わせて検討を行う必要があり、負の部分について、目を背けるのでは

なく、つぶさに議論していく必要性を感じる。 

今回、シンガポールとマレーシアを訪問し、精力的に各施設を訪問し、東南ア

ジアの国々が教育に積極的に取り組んでいる姿勢や、ＩＲやＭＩＣＥ施設に関す

る関係者から意見を直接聴取することができたのは、貴重な財産となり、今後の

施策に多大な効果を及ぼすものと考えられる。 

 

 ［公明党］ 

ゲンティン・シンガポール社が開発したセントーサのＩＲは、カジノがメイン

ではなく売上げは全体の約50%で、ファミリーがくつろげる施設やエンターテイメ

ントを提供するディスティネーションリゾートと位置づけているとの説明を受け

た。シンガポールでは２つのＩＲが住み分けられていて、それぞれに成功してい

ることから、日本の中での大阪ならではの観光戦略を官民共同で打ち立てて成功

に導く必要性を実感した。 

 ゲンティン社のＣＥＯも大阪でのＩＲの開業に意欲的であり、話を聞くと、周

りに神戸、京都、奈良などの観光資源が豊富で、観光客に長く滞在してもらうた

めの条件が揃っており、大阪が観光拠点のハブとなることができる強みを実感で

きた。課題であるインフラ整備に於いても、セントーサでの７haの埋立てや橋と

道路の整備の実績や開業６年経過後の今回の再開発で２～３haの更なる埋立て計

画や無人の路面電車の整備計画がある話を聞いて、開発投資力の高い事業者とし

て大阪でも充分な開発ができる手応えを得ることができた。 

シンガポールでもＩＲの開業についての議論で世論、国会が半分に割れたが、

その目的が観光促進であり、ギャンブル依存症対策などセーフティネットをしっ

かりすることで法案が通り、結果、観光客は57％観光収入は73％増加し、逆にギ

ャンブル依存症は３％から0.7％まで減少している話を聞き、日本におけるＩＲの

開業は、これまで放置されてきた日本とりわけ大阪のパチンコ依存症を撲滅する

絶好の機会にでき、急増する海外からの観光客をさらに増やすための取り組みと

して大きな成果が期待できると実感した。 

 ＣＥＯとの話を通して、あらゆる規制で社会的に弱い人を守り、以前からあっ

たギャンブル依存症を減らせた事実や、ＩＲ＝カジノではなくＩＲにはエンター

テイメント性があることをしっかり説明して、まずは事実を認識してもらうこと

で、ＩＲに対して日本の国民が持つ不安や悪いイメージを払拭していく必要があ

ることを痛感した。それでも国論を二分することになるであろう。 

  今後、日本におけるＩＲ推進はギャンブル依存症対策をどう講じていくかがポイ

ントになる。 

特にＩＲについてはカジノ収益が大半であり、カジノ無しでのＩＲは難しい。

民間投資とはいえ、なぜ大阪に誘致しなければならないのか、それだけの収益が

上がるカジノは日本人に影響が無いのかなど、議論を尽くしていかなければなら
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ないことは間違いない。 

我が会派としても今回の視察で得た成果を国会での議論、大阪市としての取り

組みなどに活かし、2025年の大阪万博誘致とともに国際都市大阪の活性化に繋が

るようにしていきたいと思う。 

 

 
（タン・ヒーテックＣＥＯと記念撮影） 


